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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さん、こんにちは。長谷工コーポレーションの原と申します。初めに、簡単な自己紹介をさせていただきます。
１９９０年に入社、以来、現場育ちで所長を１０年間勤めた後、BIMから始まり、DX、AIなどを推進してきました。
現在は、技術推進部門と海外事業部門を担当しています。
本日は「AI × データ × 組織 × プロセス、四つの掛け算が変える建設業の未来」というテーマで、お話させていただきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最初に一つ、問いを投げかけたいと思います。「AIを導入したのに、なぜ収益に結びつかないのか」。実はこれは、当社だけの悩みではありません。海外の調査では、生成AIの導入プロジェクトの実に9割以上が、測定可能な投資効果を示せていないという結果が出ています。しかし注目すべきは、その原因です。AIの性能が足りなかったのではありません。AIの「置き場所」を間違えていたのです。多くの企業がAIを使って実現しているのは、議事録が30分速くできた、文書作成が10分短くなった、という個人の作業時間の短縮です。もちろん便利です。しかし、浮いた時間が次の収益活動に再投資されなければ、損益計算書には一円も現れません。時間削減は収益化の「原資」であって、収益そのものではないのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
建設業に置き換えてみましょう。仮に設計部門の図面作成が2倍速くなったとします。しかし、現場の職人不足や承認プロセスの停滞がボトルネックのままなら、工期は縮まらず、売上も利益も変わりません。鎖の強さは一番弱い輪で決まります。ボトルネックでない場所をいくら速くしても、全体のスループットは増えないのです。これは、1990年代のIT投資で私たちが一度経験したことと同じ構造です。当時、ITが本当に生産性を上げたのは、業務プロセスの再設計と組織の変革をセットで行った企業だけでした。AIも同じです。従来の業務フローの上にAIをただ「載せる」だけでは、効果は組織の慣性に吸収されてしまいます。では、どうすればよいのか。答えは、発想の順番を逆にすることです。「AIに何ができるか」から始めるのではなく、「収益のどの変数を動かしたいか」から逆算する。受注から設計、施工、引渡し、そしてアフターまで。バリューチェーン全体を一つのデータ基盤の上でつなぎ、部分最適の積み上げから全体最適へ。勘と経験による定量管理から、データによる予測管理へ。本日の講演では、この「部分から全体へ」「定量から予測へ」という二つの転換を軸に、建設業におけるAI活用の本質をお話しします。AIは道具ではなく、経営を変える触媒です。それでは、始めましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第2章「AI × データ × 組織 × プロセス ── 四つの掛け算」
さて、ここからが本日の核心です。
なぜAIは収益に結びつかないのか。私はその答えを、一つの式で表現したいと思います。それは「足し算」ではなく「掛け算」だということです。
AI、データ、組織、プロセス。この四つは、足し算ではありません。掛け算です。掛け算ですから、どれか一つでもゼロであれば、答えは必ずゼロになります。どれだけ高性能なAIを導入しても、データが使えなければゼロ。データが整っていても、動かす組織がなければゼロ。組織があっても、業務プロセスが変わらなければ、やはりゼロなのです。
多くの企業が、このうちの一つ、たいていはAIだけに注目して投資します。最新のAIを入れた。それで満足してしまう。しかし残りの三つがゼロのままなら、掛け算の答えはゼロのまま。これが、巨額を投じても収益が一円も増えない、その正体です。
では、四つの要素を一つずつ見ていきましょう。それぞれに、問わなければならない問いがあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第一の要素、AI。問いは「何に使うか」です。
ここで多くの企業がつまずきます。AIを、目の前の便利な作業──議事録作成や文書整理といった、生産性の低い、しかし手をつけやすい業務に投入してしまう。しかし考えてみてください。もともと付加価値の低い業務をいくら速くしても、生み出される価値は小さいままです。
長谷工が目指すのは、その逆です。AIを、収益性の高い領域に集中させる。具体的には、勘と経験に頼ってきた領域を、データによる「予兆管理」へ。そして個別の工程の効率化ではなく、事業全体を見渡す「全体最適化」へ。リソースは、最も価値を生む場所に集中投下する。これが第一の発想転換です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第二の要素、データ。問いは「使えるデータか」です。
AIは魔法ではありません。AIの賢さは、与えられるデータの質で決まります。どれほど優れたAIも、汚れたデータ、ばらばらに散らばったデータからは、信頼できる答えを出せません。「ゴミを入れれば、ゴミが出てくる」。これはAIの時代になっても変わらない鉄則です。
だからこそ長谷工は、Notionを活用し、クリーンで構造化されたデータ基盤の構築に取り組んでいます。AIを動かす前に、まずAIが食べる「土壌」を耕す。地味に見えるかもしれませんが、ここを飛ばした企業は、必ず後で立ち止まることになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第三の要素、組織。問いは「誰が動かすか」です。
AIは、導入して終わりではありません。誰かが責任を持って動かし、見守り、改善し続けなければならない。ところが多くの企業では、「現場が勝手に使う」か「情シスに丸投げ」か、そのどちらかになっています。これでは続きません。
長谷工では、AIを管理し推進する部署を明確に設計し、ガバナンスを確立しています。誰が意思決定し、誰が品質を担保し、誰が責任を負うのか。この体制があってはじめて、AIは組織の中で根を張ることができるのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第四の要素、プロセス。問いは「業務が変わるか」です。
これが、最も難しく、最も見落とされる要素です。先ほども申し上げた通り、従来の業務フローの上にAIをただ載せるだけでは、効果は組織の慣性に吸収されてしまう。承認の段階も、手戻りも、そのまま残ってしまうからです。
長谷工は、AIの活用にあたって、利用のルールと倫理観の整備を進めています。何を任せ、何は人間が判断するのか。その線引きを明確にする。さらに大切なのは、すべてをデジタルに置き換えようとしないことです。万一AIが止まったときにも事業を継続できるよう、あえてアナログの手段を残す「アナログ継続計画」も同時に設計しています。デジタルへの過信もまた、リスクなのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、改めて申し上げます。
AI、データ、組織、プロセス。この四つの掛け算。一つでも欠ければ、答えはゼロ。
逆に言えば、四つすべてが揃ったとき、その効果は足し算ではなく、掛け算で増幅されます。従来の延長線上でAIを使うのか、それとも四つを同時に設計し直すのか。その違いが、AIが単なるコストで終わるか、収益を生む経営の力になるかを分けるのです。
長谷工が取り組んでいるのは、まさにこの四つの同時設計です。次の章では、それが現場でどのような形をとっているのか、具体的な取り組みをご紹介していきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第3章「Notionでクリーンなデータ基盤を構築 ── AIより先にやるべきこと」
前の章で、私はこう申し上げました。AIの賢さは、与えられるデータの質で決まる、と。
そこで、この章では一歩踏み込みます。「AIより先に、私たちは何をやるべきなのか」。答えは明快です。データを整えること。これに尽きます。
まず問いたいのは、「なぜExcelではダメなのか」ということです。
誤解しないでください。Excelは素晴らしい道具です。私たちは何十年もお世話になってきました。しかし、AIに使わせるデータの基盤として見たとき、Excelには限界があります。
理由は三つです。一つ、データが散らばる。同じような表が、担当者ごと、案件ごとに無数のファイルとして存在し、どれが最新かさえ分からなくなる。二つ、形式が揃わない。同じ「予算」という項目でも、列の並びも、単位も、表記も人によってばらばらです。三つ、つながらない。あるファイルの数字と、別のファイルの数字を関連づけることができない。
AIは、こうした散らばって、揃わず、つながらないデータからは、信頼できる答えを出せません。Excelは「人が読む」ためには優れていますが、「AIが読む」ためには設計されていないのです。
そこで私たちが選んだのが、Notionです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
NotionのAI機能がもたらすのは、私が「生きたデータベース」と呼ぶものです。ただ情報を貯めておく倉庫ではありません。データが構造化され、互いに関連づけられ、そしてAIがいつでも参照し、問いかけに答えられる。情報が静止した「資料」ではなく、動いて応答する「データベース」になる。これが本質的な違いです。
では、具体的に長谷工が何をしているのか。四つの例をご紹介します。
一つ目、実行予算の処理です。
案件ごとにばらばらだった予算データを、共通の形式で構造化し、蓄積しています。AIがいつでも参照できる形にすることで、「この案件と似た条件の過去予算は」という問いに、即座に答えられるようになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
二つ目、業者見積の評価です。
過去の膨大な見積データをNotionに集約しました。これにより、新しく上がってきた見積が妥当な水準なのかどうか、AIが他の現場の最新データと照らし合わせて判定する。これまで担当者の経験と勘に頼っていた妥当性チェックの一部を、自動化しつつあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
三つ目、配置図の自動分類です。
これまで人手で一枚一枚仕分けしていた配置図を、Opusとの連携によって、カテゴリー分けを自動化しています。目指すのは、手作業ゼロ。人が単純作業から解放され、判断の必要な仕事に集中できるようになります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして四つ目、首都圏マンション施工情報4年分のデータ分析です。
これは特に大きな意味を持ちます。過去4年分の案件データを構造化したことで、AIが個々の案件を超えた「傾向」を読めるようになりました。一件一件ではただの記録だったものが、まとまって構造化された瞬間に、未来を予測するための知見に変わる。これこそ、前章で申し上げた「予兆管理」の土台です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで、Notionの本質的な役割を一言で申し上げます。
Notionは、単なる便利な道具ではありません。それは、私たちが長年蓄積してきた過去のデータを、AI時代に活用できる形へと変換する「翻訳装置」なのです。
長谷工には、何十年分もの貴重な経験とデータが眠っています。しかし、それがExcelやファイルの中に散らばったままでは、AIには読めない。Notionという翻訳装置を通すことで、過去の財産が、はじめて未来を動かす力になる。
AIより先に、データを整える。地味で、時間のかかる作業です。しかし、ここを丁寧にやり切った企業だけが、AIの本当の果実を手にすることができる。私はそう確信しています。
次の章では、こうして整えた基盤の上で、組織がどう動くべきかをお話しします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第4章「部分最適から全体最適へ ── 点の活用を、面の変革へ」
ここまで、データを整える話をしてきました。土壌は耕されつつあります。では次の問いは、「その上で、組織はどう動くのか」です。
私はこの章のテーマを、一言でこう表現したいと思います。「点の活用を、面の変革へ」。
まず、現実を直視しましょう。
今、多くの企業で起きているのは「点の活用」です。ある現場の担当者が、自分の作業にAIを使ってみる。ある部署が、独自にツールを導入してみる。それぞれは前向きな試みであり、否定するものではありません。
しかし、点がいくつ増えても、全社は変わりません。なぜなら、点と点がつながっていないからです。ある現場で得られた知見が、隣の現場に伝わらない。ある部署で整えたデータが、全社で共有されない。バラバラの点は、バラバラのまま。これでは、会社全体としてのスループットは、ほとんど動かないのです。
点を、面にする。個々の取り組みを、全社の構造として束ねる。これが、部分最適から全体最適への転換です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、その「面」を描くために、何が足りないのか。
二つあります。ガバナンスと、構造設計です。
全体最適の絵というのは、現場から自然に湧き上がってくるものではありません。誰かが全体を俯瞰し、「どこにAIを配置し、どのデータをつなぎ、誰がどう責任を持つのか」という設計図を描かなければならない。そして、その設計を全社に行き渡らせるための統制──ガバナンスが必要です。この二つが欠けたまま点を増やしても、それは永遠に点のままなのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで、長谷工がとっている戦略をご紹介します。
私たちは、いきなり大きく賭けることはしません。段階的に拡張していく戦略をとっています。
その出発点が、Microsoftのコパイロットです。これは、すでに日常的に使っている業務ツールの中でAIを活用するもので、リスクが低く、誰もが入りやすい。まずはここから始めて、AIに触れ、慣れ、効果を実感する。そして手応えを確かめながら、徐々に、より自律的に動く「エージェント」の活用へと段階を上げていく。低リスクで始め、確実に階段を登っていく。これが現実的な拡張の道筋です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ただし、エージェントへと進むとき、避けて通れないのがセキュリティです。
特に外部のAIエージェントを使う場合、設計が極めて重要になります。私たちが守っているのは三つの原則です。
一つ、内と外の区別。社内の機密情報と、外部に出してよい情報を明確に分ける。二つ、アクセス制御。誰が、どのデータに、どこまで触れられるのかを厳格に管理する。三つ、二要素認証。重要な入り口には、二重の鍵をかける。AIを大胆に使うからこそ、守りは堅牢でなければならない。攻めと守りは、常にセットなのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして最後に、最も大切な原則を申し上げます。Human-in-the-Loop、という考え方です。
直訳すれば「人間を、輪の中に」。どれだけAIが優秀になっても、私たちはAIに完全に任せきりにはしません。最終的な判断は、必ず人間が下す。その構造を、意図的に維持し続けます。
なぜか。建設業が扱うのは、人々が暮らす住まいであり、安全であり、何十年もそこに残り続ける社会資産だからです。ここでの判断の重みを、AIに丸投げするわけにはいきません。AIは、人間の判断を「速く、正確に」するための強力な支援者である。しかし、判断の主体は、あくまで人間である。この一線を守ることこそ、私たちが責任ある会社であり続けるための背骨だと考えています。
点を面へ。部分を全体へ。攻めと守りを両輪で。そして、最後の判断は人間が握る。
この設計思想こそが、AIを単なる便利な道具で終わらせず、全社を変える力へと育てていく道なのです。
次の章では、この全体最適がもたらす、もう一つの大きな転換──「定量管理から予測管理へ」をお話しします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第5章「定量管理から予兆管理へ ── 数字を見る経営から、兆しを掴む経営へ」
いよいよ、本日のもう一つの核心に入ります。経営のあり方そのものの転換です。
私たちは長い間、「定量管理」を重んじてきました。数字で実績を測り、予算と実績を比べ、差異を分析する。これは経営の基本であり、決して否定されるものではありません。
しかし、定量管理には、一つの根本的な限界があります。それは──数字を見たときには、問題はもう起きてしまっている、ということです。
工期が遅れた。原価が膨らんだ。それを数字で把握できたとき、現実はすでに発生した後です。私たちは、過去の結果を見て、後から手を打っている。いわば、バックミラーを見ながら車を運転しているようなものです。これが、定量管理の宿命的な限界なのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そこで登場するのが、「予兆管理」という考え方です。
予兆管理とは、問題が「数字」になる前に、その「兆し」を掴むことです。
蓄積されたデータの中には、実は無数のサインが隠れています。過去の似た案件で、この組み合わせのときに遅延が起きやすかった。この見積パターンのときに、後でコストが膨らみやすかった。人間が一件一件を見ていては気づけない、こうした「サイン」を、AIは大量のデータの中から先読みします。
問題が起きてから対処するのではなく、起きる前に手を打つ。バックミラーを見る経営から、フロントガラスの先を見る経営へ。これが、定量管理から予兆管理への転換です。そして、これを可能にするのが、これまでの章でお話ししてきた、整えられたデータと、全体最適の構造なのです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで、皆さんに一つ、お願いがあります。AIを、恐れないでください。
新しい技術には、不安がつきものです。仕事が奪われるのではないか。判断を間違えるのではないか。その気持ちは、よく分かります。
しかし、過度に恐れて中途半端に使うのが、実は一番もったいない。大切なのは、人間が責任を持って「決定できる範囲」を見極め、その範囲の中では、AIを徹底して使いきることです。恐る恐る触るのでもなく、無責任に丸投げするのでもない。任せると決めた領域では、迷わず使いきる。この覚悟が、効果を分けます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、現実的な移行の話をします。
この転換は、一夜にして成るものではありません。私は、1年から2年の移行期間を見込んでいます。
この期間に、何をすべきか。二つあります。一つは、AIをどう使うかのルールと倫理観を、しっかりと確立すること。何を任せ、何は人間が守るのか、その規範を組織に根づかせる。
そしてもう一つ。新しい仕組みが完全に立ち上がるまでは、従来のアナログなプロセスを並走させておくことです。いきなり全てを切り替えるのではなく、新旧を一定期間、二人三脚で走らせる。これが、安全に、そして確実に移行を成し遂げるための、現実的な知恵です。
数字を見る経営から、兆しを掴む経営へ。
それは、技術の話であると同時に、私たち自身の構えの話でもあります。恐れず、しかし慎重に。大胆に、しかし責任を持って。長谷工は、その両立を目指してまいります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
クロージング ── メッセージ
本日は、長い時間お付き合いをいただき、ありがとうございました。最後に、私が皆さんに最もお伝えしたいことを、申し上げます。
AIは、道具ではありません。
便利なツールを一つ導入する、という話ではないのです。AIとは、経営の構造そのものを変えるものです。
思い出してください。私たちは今日、四つの掛け算をお話ししました。AI、データ、組織、プロセス。一つでも欠ければ、答えはゼロになる。そして、データを整え、点を面へとつなぎ、数字を見る経営から、兆しを掴む経営へ。これらはすべて、バラバラの施策ではありませんでした。一つの大きな構造変革の、つながった姿だったのです。
だからこそ、改めて申し上げます。
部分最適の積み上げでは、全体は変わりません。
ある現場が、ある部署が、それぞれに頑張る。その努力は尊い。しかし、点をいくら足し合わせても、面にはならない。会社全体を動かすのは、一つひとつの工夫ではなく、全体を貫く一枚の絵なのです。
そして、その絵を描くべき時は、いつでしょうか。来年でしょうか。技術がもっと成熟してから、でしょうか。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
違います。今です。
データの土壌を耕し、全体最適の設計図を描き、人間が責任を持って判断する構造をつくる。この移行には、時間がかかります。だからこそ、最初の一歩を踏み出すのは、早ければ早いほどよい。
今こそ、全体最適の絵を描く時です。
その絵の中心に立つのは、AIではありません。私たち人間です。AIという強力な力を手にした私たちが、何を描き、どこへ向かうのか。それを決めるのは、この会場にいる、皆さん一人ひとりです。
長谷工は、その未来を描いてまいります。
ご清聴、誠にありがとうございました。
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